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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　水素酸素混合ガス供給手段と制御部と気液混合タンクとをガス供給パイプで連結し、
　前記気液混合タンクと浴槽との間にポンプ付きの湯循環パイプを配設し、
　前記水素酸素混合ガス供給手段から供給される水素酸素混合ガスを前記制御部でコント
ロールして前記気液混合タンクに供給し、
　該気液混合タンク内で循環する浴槽の湯に水素酸素混合ガスをマイクロバブル化（バブ
ルレベル：５～４０μｍ）して溶解させる構成にしたこと
　を特徴とする浴槽設備。
【請求項２】
　前記水素酸素混合ガス供給手段を水素酸素混合ガス発生装置または水素酸素混合ガスが
充填されたガスボンベであること
　を特徴とする請求項１に記載の浴槽設備。
【請求項３】
　前記制御部によるコントロールは、水素酸素混合ガスの供給量および噴射強さであるこ
と
　を特徴とする請求項１または２に記載の浴槽設備。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、特殊なＬＨＧガス（レガルシィハイドロゲンジェネレーターガスの略で、分
子をバラバラの状態にした水に一定のパルスを与えた電気分解によって発生させた水素濃
度６６０，０００ｐｐｍ、酸素濃度３３０，０００ｐｐｍの気体、以下水素酸素混合ガス
と称す）をマイクロバブル化し、主として浴槽の湯に水素酸素混合ガスのマイクロバブル
を溶解させる浴槽設備に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　この種の浴槽等におけるマイクロバブル発生装置としては、複数の技術が従来技術とし
て公知になっている。
【０００３】
　第１の公知技術としては、マイクロバブル発生装置／超微細気泡製造装置の空気導入系
に、二酸化炭素ガス容器、減圧弁を配し、圧力、流量を制御し、二酸化炭素ガスを供給し
、二酸化炭素のマイクロバブルを浴槽などの水槽内で製造できるようにした方法と装置で
ある（特許文献１）。
【０００４】
　この第１の公知技術に係る二酸化炭素のマイクロバブルは、二酸化炭素ガス（ＣＯ2）
をマイクロバブルレベル（５～３０μｍ：ミクロン）として水中に噴出させることによっ
て溶解量は理論値に合致し、供給（使用）ガス量が、ほぼ１００％の効率で溶解され、ロ
スが皆無であることが確認された、というものである。
【０００５】
　第２の公知技術としては、密閉型の混合容器、該混合容器内へ水を噴射する水噴射ノズ
ル、二酸化炭素ガスを噴射するガス噴射ノズルと該混合容器内の空気溶解水又は二酸化炭
素溶解水を受水槽へ供給する排水管を備え、該混合容器内に該水噴射ノズルに対抗する位
置に撹拌用の衝突部材を設けてある気液混合タンク、該気液混合タンクの水噴射ノズルへ
水源層の水を供給する給水管、該気液混合タンクのガス噴射ノズルへ二酸化炭素ガスを供
給する給ガス管、該給水管の水を該気液混合タンクへ送出するポンプ、該給水管へ空気を
供給・停止する電磁弁、及び該給ガス管へ二酸化炭素ガスを供給・停止する電磁弁を備え
、該両電磁弁及び該ポンプを制御する制御装置を備えていることを特徴とするマイクロバ
ブル・炭酸泉発生装置である（特許文献２）。
【０００６】
　この第２の公知技術に係るマイクロバブル・炭酸泉発生装置における気液混合タンクは
、密閉型の混合容器内に水を噴射する水噴射ノズルと二酸化炭素ガスを噴射するガス噴射
ノズルを備えているから、二酸化炭素ガスは、水に無駄なく完全に溶解し、高濃度の二酸
化炭素溶解水を生成することができる。また、気液混合タンクは、水噴射ノズルに供給す
る水に空気を混入することにより、空気溶解水を生成することができる。したがって、気
液混合タンクは、同じ気液混合タンクにより二酸化炭素溶解水と空気溶解水の何れも生成
することができる、というものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００６－３２０６７５号公報
【特許文献２】特許第４８９１１２７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　前記公知例に係る第１及び第２の従来技術においては、いずれも二酸化炭素ガスをマイ
クロバブルにして水中に溶解させて炭酸泉にするというものであり、従来から温泉の効能
として知られている炭酸泉の効果について種々記載されている。　　
【０００９】
　しかしながら、二酸化炭素ガスはあくまでも炭酸ガス（ＣＯ2）であって、風呂などで
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過剰の炭酸ガスが放出されると炭酸ガス中毒（二酸化血症）の恐れがあることも、前記第
１の従来技術において開示されている。　　
【００１０】
　いずれにしても、炭酸泉などの温泉に入っていればいいというものではなく、例えば、
炭酸泉に長く入っていて炭酸ガスを皮膚からでも体内に取り入れることは、健康上好まし
くないことであり、しかも、体力が衰えた高齢者や病弱者にとっては、避けるべきである
。
【００１１】
　本発明の主たる目的は、人体にとって有害な二酸化炭素ガスが溶解している炭酸泉では
なく、人体に良いとされている水素と酸素の特殊な混合ガスをマイクロバブル化（バブル
レベル：５～４０μｍ）して溶解させることができる浴槽設備を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、前記課題を解決する具体的手段として、水素酸素混合ガス供給手段と制御部
と気液混合タンクとをガス供給パイプで連結し、前記気液混合タンクと浴槽との間にポン
プ付きの湯循環パイプを配設し、前記水素酸素混合ガス供給手段から供給された水素酸素
混合ガスを前記制御部でコントロールして前記気液混合タンクに供給し、該気液混合タン
ク内で循環する浴槽の湯に水素酸素混合ガスをマイクロバブル化（バブルレベル：５～４
０μｍ）して溶解させる構成にしたことを特徴とする浴槽設備を提供するものである。
【００１３】
　本願発明においては、前記水素酸素混合ガス供給手段を水素酸素混合ガス発生装置また
は水素酸素混合ガスが充填されたガスボンベとすること；および前記制御部のコントロー
ルは、水素酸素混合ガスの供給量および噴射強さであること；を付加的な要件として含む
ものである。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明に係る浴槽設備によれば、洗剤不要で入浴するだけで、皮膚の汚れや古い角質等
を洗い流すことができると共に、全身の皮膚から水素を取り込み血液中に溶け込むことに
より毛細血管の隅々まで水素が行きわたるので、新陳代謝を促し血行を良くし、リラック
スできるという優れた効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の好ましい実施の形態に係る水素酸素混合ガスマイクロバブル発生装置を
備えた浴槽設備に関して模式的に示した説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　本発明を図示の実施の形態に基づいて説明する。まず、本願発明と同一出願人によって
得られた特許第５７７５４５６号「水素及び酸素の混合ガス発生装置およびそれを用いた
内燃機関」の特許権が存在すること、そして、その特許権に係る水素酸素混合ガス発生装
置および該水素酸素混合ガス発生装置によって生成された特殊な水素酸素混合ガスが使用
され、その混合ガスをマイクロバブル化して水またはお湯に溶解させて種々の用途に使用
できるので、特に、限定されるものではないが、本発明では身体に対して良い影響を与え
る入浴に利用する浴槽設備の実施例について説明する。
【００１７】
　図１において、１は水素酸素混合ガス供給手段であり、該水素酸素混合ガス供給手段１
で生成した水素酸素混合ガスは、ガス供給パイプ２を介して制御部３を通し、該制御部３
からガス噴射ノズル２ａを介して気液混合タンク４の上部中央部に送られる。この場合、
前記制御部３においては、例えば、加圧ポンプや電磁弁等によって水素酸素混合ガスの供
給量および噴射強さ等を適宜コントロールしてマイクロバブル化するための気液混合タン
ク４に送られる。なお、水素酸素混合ガス発生装置をそのままガス供給手段１として使用
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することもできる。
【００１８】
　気液混合タンク４においては、例えば円筒状のタンクであって、底部寄りに仕切り板５
が設けられ、該仕切り板５の中央部に比較的大径の開口部６が形成され、該開口部６を覆
う程度の大きさの衝突板７が仕切り板５上に立設した複数本の柱状部材８で支持され、衝
突板７の外周と気液混合タンク４の内壁との間に所要の隙間が形成されると共に、仕切り
板５と衝突板７との間に所要の間隔が設けられる。なお、気体をマイクロバブル化して気
液を混合する装置やシステム等については、本発明の本質ではないので、従来から使用ま
たは提案されている公知技術が利用できるのである。
【００１９】
　前記気液混合タンク４の底部にパイプ９の一端が取り付けられ、該パイプ９の他端は水
槽または浴槽１０の一方の側の内部に開口させてある。また、水槽または浴槽１０の他方
の側の内部に一端が開口し他端が前記気液混合タンク４の上部に湯噴射ノズル１１ａを介
して配設した湯循環パイプ１１を配設し、該湯循環パイプ１１の途中にポンプ１２が設け
られており、水槽または浴槽１０内の水または湯１３を気液混合タンク４との間で循環さ
せるようになっている。また、前記水素酸素混合ガス供給手段１と制御部３及び気液混合
タンク４とを含めて、一括して水素酸素混合ガスマイクロバブル発生装置と称することが
できる。
【００２０】
　そこで、本発明の実施例に係る水素酸素混合ガスマイクロバブル発生装置の作動につい
て説明すると、まず初期段階では、浴槽１０の湯１３をポンプ１２で汲み上げて気液混合
タンク４内の衝突板７を超える所要位置（高さ）まで溜め、水素酸素混合ガス供給手段１
から水素酸素混合ガスを、制御部３を介してガス噴射ノズル２ａから気液混合タンク４内
の湯１３に所要強さで吹き付けると共に、湯１３を循環させて湯噴射ノズル１１ａから強
く噴射させることによって、湯１３が一時的に周囲に押し退けられるようになるが、その
反動で周囲から巻波状に持ち上がって中央方向に流下するように撹拌され、これらの連続
的な動きによって気液混合タンク４内の湯１３の中にマイクロバブル化した水素酸素混合
ガスが溶解して浮遊し、湯１３全体が少しづつ白く濁った状態になるのである。
【００２１】
　また、一般家庭またはマンション等では、前記水素酸素混合ガス供給手段１として混合
ガス発生装置の設備ができないような場合には、水素酸素混合ガスを充填させた大型のガ
スボンベを使用することができる。そして、入浴中は気液混合タンク４に水素酸素混合ガ
スの吹き込みと湯１３の循環を続けことで、湯１３への水素酸素混合ガスのマイクロバブ
ルによる溶解度がある程度高くなり白さが増してくると共に、湯１３に浸かっている入浴
者の皮膚全体を覆うようにマイクロバブルが付着して身体が白く見えるようになる。この
ように付着したマイクロバブルは、皮膚や毛穴の汚れや垢を取り除くだけでなく、身体全
体で水素を取り入れ、悪玉活性酸素（ヒドロキシルラジカル）と結びつき、汗や尿として
体外に排泄させるのである。なお、湯１３中に溶解し浮遊するマイクロバブル（細かい泡
）は、湯中で浮遊している時は直ぐには消えないが、浮遊状態でも数分後には収縮して消
滅するし、湯面に達したバブルは弾けて水素が浴室内に上昇する。
【００２２】
　水素は、物質の中でその分子が最も小さく、実際の大きさについては、例えば、直径が
０．００１ミリと言われているミトコンドリアの僅か１／１００００の大きさであるとい
われており、皮膚や毛穴から吸収された水素は、身体の隅々まで届くだけでなく優れた拡
散性があり、水にも油にも溶け込むという特徴を有している。そして、水素の還元力は非
常に弱いが、それが逆に大切な善玉活性酸素とは反応せず、酸化力が強い悪玉活性酸素に
だけ反応することが確認されたのである。
【００２３】
　人間の身体が約６０兆個の細胞から成り立っていることは知られている。人間も含めて
全ての生物が生きていくためには、体内でエネルギーを生み出す必要があり、そのエネル
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コンドリアで代謝して生物は生きている。ところがこのエネルギーを生み出す過程で副産
物として活性酸素が生まれてしまい、この活性酸素の内、老化や病気の原因となる悪玉活
性酸素の害を低減させ、細胞や身体をいかに若く元気に保つかに課題があり、その課題解
決に必要なのがＬＨＧガス（水素酸素混合ガス）なのである。
【００２４】
　そこで、水素酸素混合ガスの水素を身体内に無理なく安易に取り入れるためには、温泉
気分でお風呂のお湯に浸かるだけで、石鹸や洗剤等も使用せずに、皮膚の汚れや古い角質
等を洗い流すことができると共に、全身の皮膚から水素を取り込み血液中に溶け込むこと
により毛細血管の隅々まで水素が行きわたるので、新陳代謝を促し血行を良くして身体を
温める作用もする。
【００２５】
　さらに、水素酸素混合ガスのマイクロバブルが溶解している風呂に入ることにより、水
素を皮膚からだけでなく、湯面で弾けて上昇する水素を鼻または口から吸い込んで身体内
に取り入れられるので、自律神経のバランスを整えることが出来ると言われており、それ
によって免疫力や自己回復力が向上するとも言われている。また、副交感神経優位なバラ
ンスに整うため、感情をコントロールすることが出来るので、リラックスした状態に保て
るし、総合的に体調が整うことでアンチエイジングまたは若返るとも言われている。　
【産業上の利用可能性】
【００２６】
　本発明に係る浴槽設備は、水素酸素混合ガス供給手段１と制御部３と気液混合タンク４
とをガス供給パイプ２で連結し、該気液混合タンク４と浴槽１０との間にポンプ１２付き
の湯循環パイプ９、１１を配設し、前記水素酸素混合ガス供給手段１で生成した水素酸素
混合ガスを前記制御部３でコントロールして前記気液混合タンク４に供給し、該気液混合
タンク４内で循環する浴槽の湯１３に水素酸素混合ガスをマイクロバブル化して溶解させ
る構成にしたものであって、洗剤不要で入浴するだけで、皮膚の汚れや古い角質等を洗い
流すことができると共に、全身の皮膚から水素を取り込み血液中に溶け込むことにより毛
細血管の隅々まで水素が行きわたるので、新陳代謝を促し血行を良くし、リラックスでき
るので老若や病弱者を問わず、また、大衆浴場や家庭用浴槽において広く利用できるので
ある。
　さらに、水素酸素混合ガスをマイクロバブル化して溶解させた水であれば、そこにクリ
ーニングすべき物を浸して水を循環させるか、物を一緒に撹拌することで、洗剤を使用し
なくても汚れを除去することが出来るのである。
【符号の説明】
【００２７】
　１　水素酸素混合ガス供給手段
　２　ガス供給パイプ
　２ａ　ガス噴射ノズル
　３　制御部
　４　気液混合タンク
　５　仕切り板
　６　開口部
　７　衝突板
　８　柱状部材
　９、１１　湯循環パイプ
　１０　水槽または浴槽
　１１ａ　湯噴射ノズル
　１２　ポンプ
　１３　湯
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